
池
田
の
歴
史
を
垣
間
見
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
資
料
の
収
集
に
は
皆
さ
ん
の
協

力
が
不
可
欠
で
す
。
古
い
写
真
や
情
報
な

ど
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

市
史
編
纂
担
当
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

★
池
田
市
史
の
刊
行
状
況

『
新
修
池
田
市
史
』
第
一
巻
３
５
０
０
円
、

第
二
巻
４
２
０
０
円
、
第
三
巻
（
近
代
編
）

編
纂
中
、
第
四
巻
（
現
代
編
）
編
纂
中
、

第
五
巻
４
５
０
０
円

★
販
売
場
所

社
会
教
育
課
（
市
役
所
５
階
）、
城
山
勤

労
者
セ
ン
タ
ー
、
歴
史
民
俗
資
料
館
、
中

央
公
民
館
、
青
年
の
家
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
、
池
田
城
跡
公
園
売
店
、
耕
文

堂
書
店
、
甲
川
正
文
堂

※
郵
送
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
明
治
維
新
以
降
か
ら
終
戦
ま
で
を

第
三
巻
に
、
戦
後
か
ら
平
成
ま
で
を
第
四

巻
に
ま
と
め
る
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
市
史
を
編
纂
す
る
た
め
に

は
、
ま
ず
、
そ
れ
の
元
と
な
る
資
料
を
収

集
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
資
料
の
内

容
は
政
治
・
経
済
・
教
育
・
文
化
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
に
わ
た
り
、
収
集
先
も
個

人
の
お
宅
か
ら
市
役
所
、
学
校
、
各
種
事

業
所
、
さ
ら
に
は
大
阪
府
や
国
の
機
関
ま

で
、
実
に
多
方
面
に
及
び
ま
す
。

今
回
、
新
し
く
発
見
さ
れ
た
り
、
提
供

い
た
だ
い
た
り
し
た
資
料
は
、
か
な
り
の

数
に
上
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、

前
回
の
編
纂
時
以
降
、
残
念
な
が
ら
失
わ

れ
て
し
ま
っ
た
資
料
も
多
く
、
必
要
な
も

の
が
十
分
に
収
集
で
き
て
い
る
と
は
い
え

ま
せ
ん
。
結
局
、
調
べ
た
い
事
柄
の
答
え

が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
も

珍
し
く
は
な
い
の
で
す
。

現
在
、
こ
う
し
た
資
料
収
集
・
調
査
を

一
つ
ひ
と
つ
積
み
重
ね
な
が
ら
作
業
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
第
三
巻
・
第

四
巻
の
刊
行
ま
で
に
は
、
ま
だ
時
間
を
要

し
ま
す
。
そ
こ
で
、
次
回
か
ら
こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
編
纂
の
過
程
で
浮
か
び
上
が

っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
新
し
く
分
か
っ
た

事
柄
な
ど
を
、
順
次
紹
介
し
て
い
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
通
し
て
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本
市
で
は
昭
和
46
年
に
、
同
40
年
代
前

半
ま
で
の
歴
史
を
ま
と
め
た
『
新
版
池
田

市
史
』
概
説
編
を
刊
行
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
数
十
年
、
池
田
も
大
き
く
変

貌ぼ
う

し
、
ま
た
新
し
い
発
見
や
資
料
も
出
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
成
果
を
、
歴
史
学

を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
最
新
の

視
点
に
立
ち
、
あ
ら
た
め
て
池
田
の
歴
史

的
経
過
を
見
つ
め
直
そ
う
と
、
新
た
な
市

史
『
新
修
池
田
市
史
』
を
編
纂
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
多
く
の
方
に
ご
協
力
い
た

だ
き
な
が
ら
、
地
理
・
考
古
・
古
代
・
中

世
・
近
世
、
さ
ら
に
民
俗
の
各
分
野
を
第

一
巻
（
地
理
・
考
古
・
古
代
・
中
世
編
）

・
第
二
巻
（
近
世
編
）
・
第
五
巻
（
民
俗

編
）
の
三
冊
に
収
録
・
刊
行
し
ま
し
た
。

「
市
史
編
纂
だ
よ
り
」
を
通
し
て

な
か
な
か
集
ま
ら
な
い
資
料

蘆9:00～17:00 
蘆月・火曜日、祝日、月末、２/23貉～27豸
蘆無料

蘆10:00～17:00 （入館は16:30 まで）
蘆月曜日
蘆一般700 円、学生500 円、中学生以下200 円

蘆9:30～17:00（入館は16:30まで） 
蘆月曜日、祝日（月曜の場合は翌日も）、第１水曜日
蘆200円（図書館は無料）

  市立歴史民俗
  資料館
 蕁751･3019

（財）逸翁美術館
 蕁751･3865

（財）阪急学園
   池田文庫
 蕁751･3185

館　名 展示名（期間）／みどころほか 開館時間／休館日／料金 地　図

職業
安定所 ★

★

★

N
蘆企画展「池田文化の顕彰
　　　　　　　－蝸牛廬文庫の資料より－」
☆ミュージアムミニトーク（２/20豸14：00、聴講無料）

～２/20豸

蘆早春展「フォルムにみる逸翁の世界－コレクション
　からたどる逸翁の生涯－」
☆講演会「お茶と小林先生」茶道研究家・近藤良朋さん
　　　　　　　　　　　　（２/19貍14：00～15：30）

展示なし

～３/６豸

池田回生病院

城山勤労者
センター

図
書
館

歴
史
民
俗
資
料
館

池田警察署

市役所駅前
公園

池田駅

至梅田

逸
翁
美
術
館

至
五
月
山コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

池田文庫

辻ケ池
公園

池田城跡公園

市史編纂だより①
さん

『
新
修
池
田
市
史
』
の
編
纂

問
い
合
わ
せ
は
社
会
教
育
課
市
史
編

纂
担
当
（
城
山
町
３
―
45
、
城
山
勤

労
者
セ
ン
タ
ー
内
、
蕁
７
５
３
・
２
９

０
４
）

※
火
曜
日
、
祝
休
日
は
休
館
。

資料調査の作業風景



た
の
で
す
か
ら
、
日
本
各
地
で
、
こ
の
よ

う
に
い
ろ
い
ろ
と
困
っ
た
こ
と
や
混
乱
が

起
き
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
、
明

治
政
府
は
旧
暦
か
ら
新
暦
へ
の
変
更
に
伴

う
、
課
税
の
処
理
や
証
書
の
日
付
の
扱
い

な
ど
、
矢
継
ぎ
早
に
基
準
を
打
ち
出
し
て

い
き
ま
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
長
年
続
い

て
き
た
生
活
の
基
本
の
暦
が
変
わ
っ
た
の

で
す
か
ら
、
そ
の
影
響
は
随
分
と
大
き
か

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
日
記
の
筆
者
の
家
で

は
、
年
が
明
け
て
か
ら
の
旧
暦
の
新
年
１

月
１
日
に
あ
た
る
日
に
も
、
再
び
家
族
が

早
起
き
を
し
て
雑
煮
を
食
べ
た
り
、
神
社

を
拝
礼
し
た
り
、
蔵
開
き
を
行
っ
た
り
と
、

あ
ら
た
め
て
わ
ざ
わ
ざ
正
月
の
行
事
を
行

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
少
な
く
と
も
明
治

末
ご
ろ
ま
で
は
、
１
年
に
２
回
の
正
月
を

迎
え
て
い
ま
す
。
長
年
慣
れ
親
し
ん
だ
旧

暦
や
、
そ
れ
に
基
づ
く
生
活
習
慣
へ
の
こ

だ
わ
り
も
、
一
方
で
は
強
く
、
簡
単
に
変

わ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

★
池
田
市
史
の
刊
行
状
況

『
新
修
池
田
市
史
』
第
一
巻
３
５
０
０
円
、

第
２
巻
４
２
０
０
円
、
第
三
巻
（
近
代
編
）

編
纂
中
、
第
四
巻
（
現
代
編
）
編
纂
中
、

第
五
巻
４
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ
や
資
料
の
提
供
は
、
社

会
教
育
課
市
史
編
纂
担
当
（
蕁
７
５
３
・

２
９
０
４
）

て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
明
治
時
代
に
入
る
と
、
明
治

新
政
府
は
西
洋
の
制
度
を
導
入
し
て
近
代

化
を
進
め
、
暦
も
欧
米
と
同
じ
太
陽
暦
と

し
ま
し
た
。
明
治
５
年
（
１
８
７
２
）
12

月
３
日
、
太
陰
太
陽
暦
は
廃
止
さ
れ
、
新

暦
の
明
治
６
年
１
月
１
日
と
な
っ
た
の
で

す
。
旧
暦
か
ら
新
暦
へ
の
切
り
替
え
は
政

府
の
発
表
か
ら
わ
ず
か
１
カ
月
。
人
々
は

こ
の
改
暦
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
の

で
し
ょ
う
か
。
当
時
の
様
子
を
池
田
の
旧

家
の
日
記
か
ら
要
約
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
改
正
の
新
暦
に
替
わ
っ
た
の
で
、
今

日
の
明
治
５
年
12
月
２
日
が
本
年
の
大
晦

お
お
み
そ

日か

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
今
ま
で
の
暦

は
今
日
限
り
で
、
明
日
の
３
日
は
、
明
治

６
年
１
月
１
日
と
い
う
こ
と
に
な
る
…
。

（
原
文
は
文
語
体
、
以
下
同
じ
）」。
暦
の

切
り
替
え
に
あ
た
っ
て
、
一
気
に
例
年
よ

り
も
一
カ
月
ほ
ど
早
く
新
年
が
来
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
か
ら
、
こ
の
年
の
暮
れ

は
、
さ
ぞ
や
落
ち
着
か
な
い
年

の
瀬
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

日
記
で
は
、
さ
ら
に
続
け
て

「
旧
暦
の
（
今
年
の
）
12
月
29

日
は
亡
き
母
の
25
回
忌
に
あ
た

っ
て
い
る
が
、
そ
の
日
が
無
く

な
っ
て
し
ま
い
、
且か

つ
多
忙
の

時
期
で
も
あ
る
の
で
、
11
月
27

日
に
繰
り
上
げ
た
」。
本
来
な

ら
そ
の
ま
ま
迎
え
る
は
ず
の
日

が
、
急
に
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
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今
、
私
た
ち
が
使
っ
て
い
る
暦
は
太
陽

の
運
行
に
基
づ
く
太
陽
暦
で
す
が
、
昔
は

月
の
運
行
に
加
え
、
太
陽
の
運
行
も
考
慮

し
た
太
陰
太
陽
暦
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
暦
は
中
国
か
ら
朝
鮮
半
島
を
通
じ
て
、

６
世
紀
半
ば
ご
ろ
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
暦
は
こ
の
太
陰

太
陽
暦
で
、
や
が
て
、
江
戸
時
代
に
な
る

と
日
本
で
独
自
に
作
り
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
幾
度
か
の
修
正
が
加
え
ら
れ
た
結

果
、
幕
末
に
は
、
こ
の
種
の
暦
と
し
て
は
、

世
界
で
最
も
精
密
な
も
の
の
一
つ
に
な
っ

蘆9:00～17:00 　
蘆月・火曜日、祝日、月末
蘆無料
※４月から開館時間が10：00～18：00に、休館日
が月・火曜日、祝日に変わります（22面参照）。　

蘆10:00～17:00（入館は16:30まで）
蘆月曜日、3/7豺～31日貅
蘆一般700 円、学生500 円、中学生以下200 円

蘆9:30～17:00（入館は16:30まで） 
蘆月曜日、祝日（月曜の場合は翌日も）、第１水曜日
蘆200円（図書館は無料）

  市立歴史民俗
  資料館
 蕁751･3019

（財）逸翁美術館
 蕁751･3865

（財）阪急学園
   池田文庫
 蕁751･3185

館　名 展示名（期間）／みどころほか 開館時間／休館日／料金 地　図

職業
安定所 ★

★

★

N

蘆企画展「平成16年度新収資料公開展」
☆ミュージアムミニトーク（３/13豸14：00、聴講無料）

３/２貉～５/８豸

蘆早春展「フォルムにみる逸翁の世界―コレクション
　からたどる逸翁の生涯―」

蘆展示なし

～３/６豸
いざな

図
書
館

歴
史
民
俗
資
料
館

池田警察署

市役所駅前
公園

池田駅

至梅田

池
田

回
生
病
院

逸
翁
美
術
館

至
五
月
山コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

池田文庫

辻ケ池
公園

市史編纂だより�
さん

明
治
政
府
と
太
陽
暦

旧
暦
か
ら
新
暦
へ

旧
暦
へ
の
思
い

消
え
た
日

明
治
26
年
の
暦
（
豊
島
卓
氏
提
供
）



2005.4.1 池田市ホームページ http://www.city.ikeda.osaka.jp/11

る
と
い
う
経
過
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

訴
え
出
た
村
々
の
所
管
が
、
今
在
家
村

は
豊
崎
県
と
麻
田
藩
、
轟
木
村
と
宮
の
前

村
は
麻
田
藩
、
小
坂
田
村
は
兵
庫
県
と
、

そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
た
上
、
新
し
い
県

は
短
期
間
で
廃
止
さ
れ
る
な
ど
し
た
た
め
、

訴
訟
一
つ
を
と
っ
て
も
こ
の
よ
う
な
煩
雑

な
も
の
と
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

徳
川
幕
府
か
ら
明
治
新
政
権
、
そ
し
て

目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
所
管
。
そ
れ
は
ま

さ
に
新
体
制
確
立
へ
の
産
み
の
苦
し
み
の

軌
跡
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
方
、

当
時
の
人
々
は
、
こ
の
変
革
を
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
残

念
な
が
ら
人
々
の
思
い
な
ど
は
記
録
に
は

残
り
に
く
く
、
こ
れ
ま
で
に
収
集
し
た
史

料
か
ら
は
、
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
当
時
を
生
き
た
人
々
が
何
を
感

じ
何
を
思
っ
た
か
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
す

る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
で
す
。
し

か
し
、
そ
れ
も
市
史
を
編
纂
す
る
上
で
大

切
な
視
点
な
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は
市
史
編
纂
担
当
（
蕁
７

５
３
・
２
９
０
４
）

写
真
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
明
治

３
年
（
１
８
７
０
）、
池
田
村
の
酒
造
米

の
石
高
を
記
し
た
帳
簿
で
す
。
左
下
の
部

分
、
よ
く
見
る
と
「
兵
庫
県
御
支
配
所
摂

州
豊
島
郡
池
田
村
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
阪
府
の
間
違
い
で
は
？
　
と
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
実
際
に

池
田
市
域
が
「
兵
庫
県
」、
さ
ら
に
は
「
摂

津
県
」「
豊
崎
県
」「
麻
田
県
」
と
い
う
、
今

で
は
全
く
耳
慣
れ
な
い
県
だ
っ
た
時
期
が

あ
っ
た
の
で
す
。

江
戸
時
代
、
池
田
市
域
に
は
20
を
超
え

る
村
々
が
あ
り
ま
し
た
。
地
域
や
時
代
に

よ
っ
て
こ
れ
ら
の
村
々
の
領
主
は
異
な
り
、

さ
ら
に
、
一
つ
の
村
を
複
数
の
領
主
が
支

配
す
る
な
ど
、
支
配
形
態
は
複
雑
で
し
た
。

政
権
が
徳
川
幕
府
か
ら
明
治
政
府
へ
移

る
と
、
新
政
権
は
旧
来
の
複
雑
な
支
配
形

態
の
整
理
・
統
合
に
乗
り
出
し
ま
す
。
し

か
し
、
従
来
の
制
度
の
改
革
は
一
筋
縄
で

は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

畑
村
（
現
池
田
市
畑
）
の
場
合
を
見
て

み
ま
し
ょ
う
。
畑
村
は
幕
末
、
村
高
の
大

半
が
麻
田
藩
青
木
家
領
、
ご
く
一
部
が
幕

府
直
轄
代
官
・
斎
藤
六
蔵
支
配
で
し
た
。

麻
田
藩
領
は
明
治
４
年
（
１
８
７
１
）
７

月
、
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
麻
田
藩
か
ら
麻

田
県
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
の
斎
藤
六
蔵

支
配
地
は
、
三
田
藩
と
尼
崎
藩
へ
の
一
時

預
か
り
の
後
、
兵
庫
裁
判
所
（
明
治
元
年

３
月
）、
大
阪
府
司
農
局
（
同
５
月
）、
摂

津
県
（
同
２
年
１
月
）
へ
と
次
々
と
所
管

が
変
わ
り
ま
す
。
さ
ら
に
明
治
２
年
５
月
、

摂
津
県
は
豊
崎
県
と
改
称
さ
れ
、
同
年
８

月
に
は
廃
止
、
所
管
は
兵
庫
県
へ
移
さ
れ

ま
し
た
（『
大
阪
府
全
志
』
よ
り
）。

こ
う
し
た
所
管
の
変
遷
は
村
々
に
よ
っ

て
異
な
り
、
今
日
の
よ
う
に
池
田
市
域
が

す
べ
て
大
阪
府
の
所
管
に
な
っ
た
の
は
、

同
４
年
11
月
の
こ
と
で
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
明
治
２
年
、
今
在
家
村
・

轟
木
村
・
宮
の
前
村
（
い
ず
れ
も
現
池
田

市
）
が
小
坂
田
村
（
現
伊
丹
市
）
の
村
の

井
戸
の
掘
削
を
め
ぐ
り
、
訴
訟
を
起
こ
し

ま
し
た
。
翌
３
年
、
和
解
が
成
立
し
ま
し

た
が
、
そ
こ
に
至
る
１
年
足
ら
ず
の
間
に
、

訴
え
は
当
初
の
豊
崎
県
か
ら
兵
庫
県
に
回

さ
れ
、
最
終
的
に
は
麻
田
藩
か
ら
双
方
の

村
々
が
呼
び
出
さ
れ
、
和
解
を
命
ぜ
ら
れ

蘆10:00～18:00 
蘆月・火曜日、祝日
蘆無料

蘆10:00～17:00 （入館は16:30 まで）
蘆月曜日
蘆一般700 円、学生500 円、中学生以下200 円

蘆9:30～17:00（入館は16:30まで） 
蘆月曜日、祝日（月曜の場合は翌日も）、第１水曜日
蘆200円（図書館は無料）

  市立歴史民俗
  資料館
 蕁751･3019

（財）逸翁美術館
 蕁751･3865

（財）阪急学園
   池田文庫
 蕁751･3185

館　名 展示名（期間）／みどころほか 開館時間／休館日／料金 地　図

職業
安定所 ★

★

★

N
蘆企画展「平成16年度新収資料公開展」
☆ミュージアムミニトーク（４/10豸14：00、聴講無料）

～５/８豸

蘆春季展「信仰のかたち－宗教作品から探る日本人の心－」

☆講演会「外国人の目から見る日本人の宗教心」（５/７貍14：00、聴講無料）

蘆小林一三伝－偉大な企業家の生涯－
☆講演会「身近にみた人間小林一三翁」（４/24豸14：00、聴講300円）

４/１貊～６/12豸

　　　　　　　　　　　※今月から開館時間
　　　　　　　　　　　と休館日が変わりま
　　　　　　　　　　　す。ご注意ください。

４/１貊～５/15豸

図
書
館

歴
史
民
俗
資
料
館

池田警察署

市役所駅前
公園

池田駅

至梅田

池
田

回
生
病
院

逸
翁
美
術
館

至
五
月
山コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

池田文庫

辻ケ池
公園

市史編纂だより澆
さん

摂
津
・
豊
崎
・
麻
田
・
兵
庫
県

「
兵
庫
県
」
池
田
村

目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
所
管

短
命
だ
っ
た
新
た
な
県

▲酒造米高書上帳
（豊島卓氏提供）

蜻
摂
津
県
・
豊
崎
県
庁
所
在
地
跡
の
碑

（
大
阪
市
東
淀
川
区
崇
禅
寺
）



蘆10：00～18：00 
蘆月・火曜日、祝日、5/11貉～15豸
蘆無料

蘆10：00～17：00 （入館は16：30 まで）
蘆月曜日
蘆一般700 円、学生500 円、中学生以下200 円

蘆9：30～17：00（入館は16:30まで） 
蘆月曜日（２日は開館）、5/6貊　　
蘆200円（図書館は無料）

  市立歴史民俗
  資料館
 蕁751･3019

（財）逸翁美術館
 蕁751･3865

（財）阪急学園
   池田文庫
 蕁751･3185

館　名 展示名（期間）／みどころほか 開館時間／休館日／料金 地　図

職業
安定所 ★

★

★

N蘆企画展「平成16年度新収資料公開展」
蘆企画展「義経―江戸時代の武者絵本に見る―」

☆ミュージアムミニトーク（5/8豸14：00、聴講無料）

～5/8豸

5/18貉～7月31日豸

蘆春季展「信仰のかたち―宗教作品から探る日本の心―」

☆講演会「外国人の目から見る日本人の宗教心」（5/7貍14：00、聴講無料）

蘆小林一三伝―偉大な企業家の生涯― ～5/15豸

～6/12豸

図
書
館

歴
史
民
俗
資
料
館

池田警察署

市役所駅前
公園

池田駅

至梅田

池
田

回
生
病
院

逸
翁
美
術
館

至
五
月
山コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

池田文庫

辻ケ池
公園

る
に
至
り
、
さ
ら
に
同
年
、
大
阪
市
会
議

員
に
、
大
正
14
年
に
は
貴
族
院
議
員
に
当

選
、
政
界
で
も
大
い
に
活
躍
し
ま
し
た
。

昭
和
６
年
（
１
９
３
１
）
に
死
去
、
そ

の
遺
言
に
基
づ
く
郷
土
池
田
へ
の
寄
付
金

の
う
ち
、
当
時
と
し
て
は
巨
額
の
８
万
円

で
公
会
堂
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
建

設
を
記
念
し
て
彼
の
胸
像
が
作
ら
れ
、
公

会
堂
玄
関
ホ
ー
ル
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
今
、
こ
の
像
は
歴
史
民
俗
資
料
館
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

★
池
田
市
史
の
刊
行
状
況

『
新
修
池
田
市
史
』
第
１
巻
３
５
０
０
円
、

第
２
巻
４
２
０
０
円
、
第
３
巻
（
近
代
編
）

編
纂
中
、
第
４
巻
（
現
代
編
）
編
纂
中
、

第
５
巻
４
５
０
０
円

★
販
売
場
所

社
会
教
育
課
（
市
役
所
５
階
）、
城
山
勤

労
者
セ
ン
タ
ー
、
歴
史
民
俗
資
料
館
、
中

央
公
民
館
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、

池
田
城
跡
公
園
売
店
、
耕
文
堂
書
店
、
甲

川
正
文
堂

問
い
合
わ
せ
は
市
史
編
纂
担
当
（
蕁
７

５
３
・
２
９
０
４
）

「
長
官
閣
下
」「
府
会
議
長
」「
貴
族
院
議

員
」
ら
の
祝
辞
が
続
き
、
各
界
の
そ
う
そ

う
た
る
顔
ぶ
れ
が
来
賓
し
て
い
た
よ
う
で

す
。
ま
た
、
そ
の
後
の
余
興
が
大
変
面
白

く
、
芸
妓こ

連
に
よ
る
長
唄
と
「
チ
ョ
ン
マ

ゲ
道
中
」
と
題
す
る
演
目
の
ほ
か
、
漫
才

な
ど
が
行
わ
れ
、
最
後
は
池
田
の
芸
妓
連

に
よ
る
「
池
田
音
頭
」
で
締
め
く
く
ら
れ

て
い
ま
す
。

昭
和
14
年
（
１
９
３
９
）
４
月
29
日
、

池
田
が
市
制
を
施
行
し
た
当
日
、
開
庁
式

と
祝
賀
会
が
こ
の
公
会
堂
で
行
わ
れ
、
い

わ
ば
池
田
市
出
発
の
地
と
な
り
ま
し
た
。

同
16
年
か
ら
は
市
庁
舎
と
し
て
用
い
ら
れ

ま
し
た
が
、
同
25
年
、
現
池
田
駅
前
公
園

に
新
た
な
庁
舎
が
設
け
ら
れ
る
と
、
同
47

年
の
現
庁
舎
建
設
の
た
め
に
取
り
壊
さ
れ

る
ま
で
、
再
び
公
会
堂
と
し
て
映
画
や
集

会
、
講
演
な
ど
で
多
く
の
市
民
に
親
し
ま

れ
ま
し
た
。

さ
て
、
こ
の
公
会
堂
は
、
繊
維
業
「
田

村
駒
」
の
創
始
者
で
あ
る
初
代
田
村
駒
治

郎
の
寄
贈
に
よ
る
も
の
で
す
。
彼
は
幕
末

の
慶
応
２
年
（
１
８
６
６
）
に
当
時
の
池

田
村
で
誕
生
、
若
い
こ
ろ
か
ら
そ
の
商
才

を
発
揮
し
、
明
治
27
年
（
１
８
９
４
）、

大
阪
で
モ
ス
リ
ン
な
ど
の
洋
反
物
を
扱
う

商
店
を
創
業
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
後
の
「
田

村
駒
」
と
な
り
ま
す
。
大
正
10
年
（
１
９

２
１
）
に
は
大
阪
商
業
会
議
所
議
員
に
選

出
さ
れ
、
大
阪
を
代
表
す
る
実
業
家
と
な

昭
和
10
年
（
１
９
３
５
）
２
月
、
今
の

市
役
所
が
あ
る
場
所
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
堂
々
た
る
建
物
が
完
成
し
ま
し
た
。

池
田
公
会
堂
で
す
。
近
代
ゴ
シ
ッ
ク
式
の

２
階
建
、
座
席
数
７
０
０
の
大
集
会
室
、

貴
賓
室
、
映
写
室
、
喫
茶
室
、
水
洗
ト
イ

レ
、
屋
上
の
一
般
遊
歩
場
な
ど
、
竣
工
記

念
の
資
料
に
は
、
当
時
最
新
の
近
代
的
設

備
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
周
り
に
高
い
建

物
も
な
く
、
田
畑
な
ど
が
広
が
る
中
、
さ

ぞ
か
し
目
立
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

竣
工
式
当
日
の
式
次
第
に
よ
れ
ば
、「
町

長
式
辞
」
な
ど
の
後
に
「
内
務
大
臣
閣
下
」

13 2005.5.1 池田市ホームページ http://www.city.ikeda.osaka.jp/

公
会
堂
か
ら
市
庁
舎
へ

田
ん
ぼ
の
中
の
白
亜
の
殿
堂

田
村
駒
治
郎
の
篤
志

市史編纂だより潺
さん

池
田
公
会
堂
と
田
村
駒
治
郎

昭和10年当時の池田公会堂（歴史民俗
資料館蔵「池田公会堂竣成記念絵葉書」
より）

田
村
駒
治
郎
の
胸
像
（
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
）
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蘆10：00～18：00 
蘆月・火曜日
蘆無料

蘆10：00～17：00 （入館は16：30 まで）
蘆月曜日、６/13豺～７/８貊
蘆一般700 円、学生500 円、中学生以下200 円

蘆9：30～17：00（入館は16:30まで） 
蘆月曜日、第１水曜日、祝休日　　
蘆200円（図書館は無料）

  市立歴史民俗
  資料館
 蕁751･3019

（財）逸翁美術館
 蕁751･3865

（財）阪急学園
   池田文庫
 蕁751･3185

館　名 展示名（期間）／みどころほか 開館時間／休館日／料金 地　図

職業
安定所 ★

★

★

N
蘆企画展「義経―江戸時代の武者絵本に見る―」

☆ミュージアムミニトーク（6/19豸14：00、聴講無料）
～7月31日豸

蘆春季展「信仰のかたち―宗教作品から探る日本の心―」

蘆夏季展「三代の賢人たち」
　～逸翁と同時代の文人・画人・陶工～

展示なし（図書館のみ開館）

～6/12豸
7/9貍～8/14豸

図
書
館

歴
史
民
俗
資
料
館

池田警察署

市役所駅前
公園

池田駅

至梅田

逸
翁
美
術
館

至
五
月
山コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

池田文庫

辻ケ池
公園

池田回生病院

池田城跡公園

城山勤労者
センター

か
つ
て
市
内
に
は
、
小
林
牧
場
の
ほ
か

に
鉢
塚
や
石
橋
・
旭
丘
な
ど
に
も
牧
場
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
市
史
編
纂
担
当
で
は

池
田
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
集
め

て
い
ま
す
。
市
内
に
あ
っ
た
牧
場
の
資
料

や
写
真
、
あ
る
い
は
、「
こ
ん
な
古
い
物

が
出
て
き
た
」
な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で
も

結
構
で
す
。
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

★
池
田
市
史
の
刊
行
状
況

『
新
修
池
田
市
史
』
第
１
巻
３
５
０
０
円
、

第
２
巻
４
２
０
０
円
、
第
３
巻
（
近
代
編
）

編
纂
中
、
第
４
巻
（
現
代
編
）
編
纂
中
、

第
５
巻
４
５
０
０
円

★
販
売
場
所

社
会
教
育
課
（
市
役
所
５
階
）、
城
山
勤

労
者
セ
ン
タ
ー
、
歴
史
民
俗
資
料
館
、
中

央
公
民
館
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、

池
田
城
跡
公
園
売
店
、
耕
文
堂
書
店
、
甲

川
正
文
堂

問
い
合
わ
せ
は
市
史
編
纂
担
当
（
蕁
７

５
３
・
２
９
０
４
）

校
・
さ
く
ら
幼
稚
園
の
北
側
に
あ
り
ま
し

た
。
こ
ん
な
ま
ち
の
中
に
か
つ
て
牧
場
が

あ
っ
た
な
ん
て
、
今
で
は
と
て
も
想
像
が

つ
き
ま
せ
ん
。

小
林
牧
場
は
、
明
治
20
年
（
１
８
８
７
）

の
創
業
で
、
経
営
者
は
小
林
治
郎
兵
衛
氏
。

『
昭
和
初
期
の
池
田
』（
平
成
７
年
発
行
）

に
よ
る
と
、
昭
和
８
年
（
１
９
３
３
）
ご

ろ
拡
張
さ
れ
、
広
さ
は
約
１
０
０
０
坪

（
３
３
０
０
平
方
誡
）。
昭
和
10
年
ご
ろ
に

は
牛
62
頭
が
飼
わ
れ
、
牛
乳
生
産
高
は
お

よ
そ
６
０
０
石
（
10
万
８
０
０
０
誚
）
だ

っ
た
そ
う
で
す
。
午
前
４
時
ご
ろ
か
ら
荷

車
で
周
辺
町
内
を
は
じ
め
、
石
橋
荘
園

（
現
荘
園
１
・
２
丁
目
）
や
花
屋
敷
、
雲

雀
丘
に
ま
で
配
達
さ
れ
、
値
段
は
１
本
５

銭
、
瓶
を
返
す
と
４
銭
だ
っ
た
と
あ
り
ま

す
。戦

時
中
は
人
手
も
飼
料
も
不
足
し
、
牧

場
は
や
む
な
く
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
が
、
戦

後
再
開
。
昭
和
39
年
ご
ろ
ま
で
、
約
20
頭

の
乳
牛
の
乳
が
毎
日
、
豊
中
の
太
田
牧
場

へ
出
荷
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
池
田
の
人
々
は
い
つ
ご
ろ

か
ら
牛
乳
を
飲
ん
で
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

小
林
牧
場
の
創
業
が
明
治
20
年
で
す
の
で
、

こ
の
こ
ろ
に
は
既
に
あ
る
程
度
の
需
要
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
大
正
時

代
の
同
牧
場
の
広
告
に
は
ヨ
ー
グ
ル
ト
も

登
場
し
、
乳
製
品
が
池
田
で
も
次
第
に
広

ま
り
つ
つ
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

牛
乳
と
い
え
ば
、
最
近
で
は
紙
パ
ッ
ク

入
り
を
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
で
購

入
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
牛
乳
屋
さ
ん

が
毎
朝
、
瓶
詰
め
牛
乳
を
１
軒
１
軒
配
達

す
る
姿
も
あ
ま
り
見
掛
け
な
く
な
り
ま
し

た
。
ひ
と
昔
前
ま
で
は
、
家
々
の
玄
関
先

に
は
牛
乳
箱
が
備
え
つ
け
ら
れ
、
こ
の
箱

か
ら
牛
乳
を
取
っ
て
く
る
の
が
、
子
ど
も

の
仕
事
だ
っ
た
り
し
た
も
の
で
す
。

さ
て
、
左
の
写
真
の
牛
乳
箱
は
市
内
の

あ
る
お
宅
に
今
も
残
さ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。
箱
の
前
面
に
は
乳
牛
の
絵
と
「
特
別

生
牛
乳
　
小
林
牧
場
」、
側
面
に
は
「
池

田
市
役
所
北
へ
一
丁
」
な
ど
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
１
丁
と
い
う
と
約
１
０
０
誡
。

こ
の
小
林
牧
場
は
、
現
在
の
池
田
小
学

市史編纂だより潸
さん

ま
ち
の
中
の
牧
場

牛
62
頭
、
牛
乳
10
万
８
千
誚

池
田
小
学
校
裏
の
小
林
牧
場

のどかな放牧風景（大和町小林氏提供）

レ
ト
ロ
な
牛
乳
箱
（
菅
原
町
で
撮
影
）

ヨ
ー
グ
ル
ト
（
長
寿
乳
）
も
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蘆10：00～18：00 
蘆月・火曜日、祝日
蘆無料

蘆10：00～17：00 （入館は16：30 まで）
蘆月曜日、～７/８貊
蘆一般700 円、学生500 円、中学生以下200 円

蘆9：30～17：00（入館は16:30まで） 
蘆月曜日、第１水曜日、祝休日（月曜日の場
　合は翌日も）　　
蘆無料

  市立歴史民俗
  資料館
 蕁751･3019

（財）逸翁美術館
 蕁751･3865

（財）阪急学園
   池田文庫
 蕁751･3185

館　名 展示名（期間）／みどころほか 開館時間／休館日／料金 地　図

蘆企画展「義経―江戸時代の武者絵本に見る―」

☆ミュージアムミニトーク（7/17豸14：00、聴講無料）
～7/31豸

蘆夏季展「三代の賢人たち―逸翁と
　　　　　　　　　同時代の文人・画人・陶工―」

☆講演会「蒔絵が語るもの」（７/23貍14：00、聴講無料）

展示なし

7/9貍～8/14豸

職業
安定所 ★

★

★

N

図
書
館

歴
史
民
俗
資
料
館

池田警察署

市役所駅前
公園

池田駅

至梅田

逸
翁
美
術
館

至
五
月
山コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

池田文庫

辻ケ池
公園

池田回生病院

池田城跡公園

城山勤労者
センター

★
池
田
市
史
の
刊
行
状
況

『
新
修
池
田
市
史
』
第
１
巻
３
５
０
０
円
、

第
２
巻
４
２
０
０
円
、
第
３
巻
（
近
代
編
）

編
纂
中
、
第
４
巻
（
現
代
編
）
編
纂
中
、

第
５
巻
４
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ
は
市
史
編
纂
担
当
（
蕁
７

５
３
・
２
９
０
４
）

先
月
号
で
池
田
小
学
校
裏
に
あ
っ
た
小

林
牧
場
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
そ
の
際
、

元
経
営
者
の
家
族
の
方
か
ら
、
貴
重
な
話

と
写
真
を
提
供
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

特
に
写
真
は
、
今
ま
で
ま
っ
た
く
目
に

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
小
林
牧
場

の
様
子
が
鮮
明
に
記
録
さ
れ
た
も
の
ば
か

り
で
す
。
前
回
は
、
そ
れ
ら
の
う
ち
１
点

し
か
掲
載
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
今

回
、
さ
ら
に
い
く
つ
か
を
ご
紹
介
し
ま
し

ょ
う
。

漓
小
林
牧
場
の
牛
舎

一
時
期
は
60
頭
近
く
の
乳
牛
が
い
た
と

い
い
ま
す
。

滷
牛
乳
殺
菌
設
備
に
よ
る
作
業

澆
小
林
牧
場
の
販
売
部
店
先

現
在
の
市
役
所
正
門
玄
関
前
の
通
り
を
、

五
月
山
に
向
か
っ
て
進
ん
だ
所
に
位
置
し

て
い
ま
し
た
。
看
板
に
は
低
温
牛
乳
や
高

温
牛
乳
の
ほ
か
、
生
バ
タ
ー
な
ど
の
広
告

も
見
え
て
い
ま
す
。

潺
配
送
用
の
そ
ろ
い
の
自
転
車
と
荷
車

池
田
や
川
西
な
ど
、
広
域
の
配
送
を
カ

バ
ー
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
車
列
で
す
。

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
記
録
や
年
配
の

方
々
の
お
話
か
ら
想
像
し
て
い
た
光
景
が
、

写
真
で
は
、
さ
ら
に
生
き
生
き
と
目
の
前

に
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
す
。

市
史
編
纂
担
当
で
は
池
田
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
資
料
を
集
め
て
い
ま
す
。
ど
ん

な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
、
情
報
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

市史編纂だより澁
さん

写
真
で
見
る
小
林
牧
場

漓滷

澆潺
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蘆10：00～18：00 
蘆月・火曜日、9/7貉～10/20貅
蘆無料

蘆10：00～17：00 （入館は16：30 まで）
蘆月曜日、8/15豺～9/16貊
蘆一般700 円、学生500 円、中学生以下200 円

蘆9：30～17：00（入館は16:30まで） 
蘆月曜日、第１水曜日、祝休日　　
蘆200円（図書館は無料）

  市立歴史民俗
  資料館
 蕁751･3019

（財）逸翁美術館
 蕁751･3865

（財）阪急学園
   池田文庫
 蕁751･3185

館　名 展示名（期間）／みどころほか 開館時間／休館日／料金 地　図

職業
安定所 ★

★

★

N
蘆企画展「 池田ゆかりの画人たち」

☆ミュージアムミニトーク（8/21豸14：00、聴講無料）
8月10日貉～9月4日豸

蘆夏季展「三代の賢人たち―逸翁と
　　　　　　　　　同時代の文人・画人・陶工…―」

蘆秋季展「雅美と超俗―琳派と文人画派―」

展示なし（図書館のみ開館）

～8/14豸

9/17貍～12/4豸

図
書
館

歴
史
民
俗
資
料
館

池田警察署

市役所駅前
公園

池田駅

至梅田

逸
翁
美
術
館

至
五
月
山コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

池田文庫

辻ケ池
公園

池田回生病院

池田城跡公園

城山勤労者
センター

が
る
鶴
之
荘
と
呼
ば
れ
る
住
宅
地
は
、
池

田
出
身
で
、
後
年
に
池
田
満
寿
美
住
宅
地

の
開
発
も
手
掛
け
た
北
田
栄
太
郎
と
い
う

人
物
に
よ
っ
て
、
大
正
初
め
に
造
ら
れ
ま

し
た
。

こ
の
と
き
の
住
宅
地
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
は
、
日
常
品
は
「
…
一
た
び
呉
服
橋
を

渡
れ
ば
池
田
町
に
於
て
総
て
の
供
給
完
全

せ
り
」
と
う
た
わ
れ
て
い
て
、
そ
の
こ
ろ

の
川
西
と
池
田
の
様
子
を
う
か
が
わ
せ
ま

す
。
当
時
、
池
田
が
北
摂
を
代
表
す
る
町

場
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
呉
服
橋
を
渡
っ

た
こ
の
場
所
は
、
一
面
に
田
畑
が
広
が
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
こ
つ
ぜ
ん
と
姿
を

現
し
た
、
こ
の
鶴
之
荘
こ
そ
が
、
川
西
市

域
で
初
め
て
で
き
た
本
格
的
な
住
宅
地
だ

っ
た
の
で
す
。
４
万
坪
に
及
ぶ
造
成
地
は
、

大
正
３
年
（
１
９
１
４
）
ご
ろ
か
ら
順
次

分
譲
さ
れ
、
そ
の
後
の
同
市
の
市
街
地
形

成
・
発
展
に
多
大
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
は
市
史
編
纂
担
当
（
蕁
７

５
３
・
２
９
０
４
）

く
に
事
務
所
を
置
き
、「
郊
外
住
宅
の
理

想
郷
」
の
宣
伝
と
と
も
に
、
１
区
画
当
た

り
１
０
０
坪
以
上
の
区
画
分
譲
を
行
っ
て

い
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
猪
名
川
を
挟
ん
で
池
田
か
ら
も

遠
望
で
き
る
川
西
市
小
戸
の
釣
鐘
山
で
の

祭
事
に
も
、
同
氏
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
小
高
い
山
で
は
現
在
、
毎
年
８
月

15
日
に
、
大
き
く
釣
鐘
型
に
電
飾
が
と
も

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
も
と
も
と
は
池
田

の
が
ん
が
ら
火
の
よ
う
に
、
実
際
に
釣
鐘

型
に
火
を
と
も
す
も
の
で
し
た
。『
川
西

市
史
』
に
よ
る
と
、
大
正
の
こ
ろ
は
５
年

に
一
度
行
わ
れ
て
い
た
の
が
、
昭
和
に
入

る
と
、
経
費
の
点
な
ど
か
ら
そ
の
実
施
す

ら
も
危
ぶ
ま
れ
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
と
き
、
釣
鐘
火
を
毎
年
点
火
し
て
欲

し
い
と
の
依
頼
と
と
も
に
、
多
額
の
寄
付

を
申
し
出
た
の
が
細
原
氏
だ
っ
た
と
あ
り

ま
す
。
祭
事
の
衣
装
も
こ
れ
を
機
に
、
同

氏
の
寄
贈
に
よ
る
釣
鐘
火
の
デ
ザ
イ
ン
の

法
被
に
変
わ
っ
た
よ
う
で
す
。

昭
和
12
年
（
１
９
３
７
）、
日
中
戦
争

の
た
め
釣
鐘
火
は
中
止
さ
れ
、
そ
の
後
再

開
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

江
戸
時
代
か
ら
続
い
た
こ
の
伝
統
行
事
の

最
後
は
、
池
田
の
人
の
手
で
華
や
か
に
飾

ら
れ
た
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

一
方
、
今
で
も
呉
服
橋
西
側
か
ら
阪
急

「
川
西
能
勢
口
」
駅
に
か
け
て
整
然
と
広

阪
急
宝
塚
線
の
「
川
西
能
勢
口
」
駅
と

「
雲
雀
丘
花
屋
敷
」
駅
の
間
の
沿
線
山
手

側
、
栄
根
寺
跡
の
近
く
に
「
花
屋
敷
荘
園

開
拓
人
・
細
原
茂
雄
翁
記
念
碑
」
が
立
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
細
原
氏
と
は
、
明
治
か

ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
当
時
の
池
田
を

代
表
す
る
料
亭
「
め
ん
茂
楼
」
の
当
主
だ

っ
た
人
物
で
す
。「
め
ん
茂
楼
」
に
つ
い

て
は
、
次
号
で
あ
ら
た
め
て
ご
紹
介
し
ま

す
。関

西
を
代
表
す
る
住
宅
街
で
も
あ
る
花

屋
敷
の
開
発
は
大
正
初
期
に
始
ま
り
、
昭

和
初
期
に
か
け
て
多
く
の
人
々
が
か
か
わ

り
ま
し
た
。
細
原
氏
も
そ
の
一
人
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
そ
の
詳
細
は
ほ
と
ん
ど
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
少
な
く
と
も
昭
和
の
初

め
ご
ろ
に
、
料
亭
経
営
の
傍
ら
、
現
地
近

市史編纂だより澀
さん

池
田
の
先
人
と
川
西

釣
鐘
火
に
も
出
資

花
屋
敷
と
細
原
氏

現在の鶴之荘風景

川
西
鶴
之
荘
と
北
田
氏



市史編纂だより⑧
さん

「
め
ん
茂
楼

も
ろ
う

」
と
「
め
ん
も
坂
」

料
亭
「
め
ん
茂
楼
」

雪
月
花
な
ど
の
名
を
冠
し
た
大
小
の
室
や

茶
室
、
さ
ら
に
は
滝
を
備
え
た
湯
殿
な
ど

が
有
り
、「
其
の
規
模
の
大
と
設
備
の
完

整
と
調
理
の
優
秀
な
る
と
は
当
地
随
一
」

と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
は
、
明
治

９
年
よ
り
も
古
い
資
料
に
、「
め
ん
茂
」

と
い
う
名
前
が
会
合
の
場
所
と
し
て
登
場

し
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
歴
史
は
も
う
少

し
さ
か
の
ぼ
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
一
風
変
わ
っ
た
名
前
で
す
が
、
当

主
の
屋
号
が
木
綿
屋
だ
っ
た
こ
と
と
、
名

前
に
「
茂
」
の
文
字
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら

「
め
ん
（
綿
）
茂
楼
」
と
名
付
け
ら
れ
た

よ
う
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
め
ん
茂
楼
」
は
、

創
業
当
初
、
今
の
阪
急
学
園
池
田
文
庫
の

南
端
辺
り
、
旧
能
勢
街
道
に
面
し
た
場
所

に
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
現
在
、
こ
の
旧
街

道
は
直
線
の
坂
道
で
す
（
下
図
参
照
）
が
、

江
戸
時
代
の
絵
図
を
み
る
と
、
階
段
で
、

し
か
も
曲
折
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め

昭
和
54
年
の
春
に
「
古
美
術
風
物
品
即

売
会
」
と
い
う
１
枚
の
広
告
が
出
ま
し
た
。

そ
れ
は
「
本
町
通
の
一
角
に
あ
る
築
後
１

８
０
年
の
旧
邸
の
取
壊
し
を
す
る
の
で
、

ふ
す
ま
や
欄
間
、
庭
石
や
灯
籠

と
う
ろ
う

な
ど
を
即

売
す
る
」
と
い
う
内
容
で
す
。
こ
の
広
告

が
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
池
田

を
代
表
す
る
料
亭
だ
っ
た
「
め
ん
茂
楼
」

の
最
後
の
様
子
を
伝
え
る
資
料
で
す
。

大
正
10
年
の
『
池
田
町
便
覧
』
に
よ
る

と
、
こ
の
「
め
ん
茂
楼
」
は
明
治
９
年
の

創
業
で
、
百
畳
敷
の
大
広
間
、
松
竹
梅
や

11 2005.9.1 池田市ホームページ http://www.city.ikeda.osaka.jp/

蘆10：00～18：00 
蘆月・火曜日、9/7貉～10/20貅
蘆無料

蘆10：00～17：00 （入館は16：30 まで）
蘆月曜日、～9/16貊
蘆一般700 円、学生500 円、中学生以下200 円

蘆9：30～17：00（入館は16:30まで） 
蘆月曜日、第１水曜日、祝休日（月曜の場合
　は翌日も）　　
蘆200円（図書館は無料）

  市立歴史民俗
  資料館
 蕁751･3019

（財）逸翁美術館
 蕁751･3865

（財）阪急学園
   池田文庫
 蕁751･3185

館　名 展示名（期間）／みどころほか 開館時間／休館日／料金 地　図

職業
安定所 ★

★

★

N
蘆企画展「 池田ゆかりの画人たち」

～9月4日豸

蘆秋季展「雅美と超俗―琳派と文人画派―」

展示なし（図書館のみ開館）

9/17貍～12/4豸

図
書
館

歴
史
民
俗
資
料
館

池田警察署

市役所駅前
公園

池田駅

至梅田

逸
翁
美
術
館

至
五
月
山コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

池田文庫

辻ケ池
公園

池田回生病院

池田城跡公園

城山勤労者
センター

めんも坂

に
荷
車
な
ど
は
迂
回

う
か
い

し
て
法
園
寺
西
側
の

急
坂
を
上
り
下
り
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

不
便
を
解
消
す
る
た
め
に
、
階
段
を
取
り

除
く
改
修
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
明
治
11

年
６
月
の
竣
工
式
当
日
、
大
阪
府
知
事
も

来
池
し
、「
め
ん
茂
楼
」
の
主
人
が
祝
い

の
も
ち
を
ま
い
て
い
る
こ
と
が
、
池
田
の

旧
家
の
日
記
に
出
て
き
ま
す
。
こ
の
料
亭

の
名
前
か
ら
か
、
こ
の
坂
は
一
般
に
「
め

ん
も
坂
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

「
め
ん
茂
楼
」
は
、
あ
る
と
き
は
御
大

典
や
記
念
催
事
の
奉
祝
賀
宴
会
場
に
、
ま

た
あ
る
と
き
は
団
体
の
総
会
、
池
田
署
長

や
郡
長
や
町
長
ら
の
送
別
や
顔
見
せ
の
会

場
に
な
る
な
ど
、
い
く
つ
も
の
池
田
の
歴

史
的
会
合
や
重
要
な
人
物
が
集
う
舞
台
を

提
供
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
15

年
、
遊
興
に
制
約
を
も
た
ら
し
た
戦
時
体

制
の
波
に
飲
み
込
ま
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
、

そ
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
今
で
は
、
こ
の

坂
に
か
ろ
う
じ
て
、
そ
の
名
を
と
ど
め
て

い
る
の
で
す
。

『
新
修
池
田
市
史
』
第
１
・
２
・
５
巻
販

売
中
、
第
３
巻
（
近
代
編
）
と
第
４
巻

（
現
代
編
）
は
編
纂
中

城
山
勤
労
者
セ
ン
タ
ー
、
歴
史
民
俗
資
料

館
、
耕
文
堂
書
店
、
甲
川
正
文
堂
ほ
か

問
い
合
わ
せ
は
市
史
編
纂
担
当
（
城

山
勤
労
者
セ
ン
タ
ー
内
、
蕁
７
５
３
・

２
９
０
４
）

め
ん
も
坂

「めんも坂」前の「めん茂楼」の姿
と推定される明治初期の貴重な写真
（木部自治会文書）

★
池
田
市
史
の
刊
行
状
況

★
販
売
場
所



同
38
年
に
は
、
市
職
員
会
館
が
建
ち
、

若
干
様
相
が
変
わ
っ
た
も
の
の
、
こ
の
洗

濯
場
は
残
り
、
従
来
と
同
じ
よ
う
に
地
元

の
人
々
を
中
心
に
に
ぎ
わ
う
様
子
が
地
方

新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
や

が
て
水
脈
が
変
わ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、

次
第
に
温
水
の
ゆ
う
出
量
が
減
り
、
こ
の

洗
濯
場
も
無
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
洗
濯
場
の
写
真
を
お
持
ち
の
方
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

『
新
修
池
田
市
史
』
第
１
・
２
・
５
巻
販

売
中
、
第
３
巻
（
近
代
編
）
と
第
４
巻

（
現
代
編
）
は
編
纂
中

城
山
勤
労
者
セ
ン
タ
ー
、
歴
史
民
俗
資
料

館
、
耕
文
堂
書
店
、
甲
川
正
文
堂
ほ
か

問
い
合
わ
せ
は
市
史
編
纂
担
当
（
城

山
勤
労
者
セ
ン
タ
ー
内
、
蕁
７
５
３
・

２
９
０
４
）
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蘆10：00～18：00 
蘆月・火曜日、～10/20貅
蘆無料

蘆10：00～17：00 （入館は16：30 まで）
蘆月曜日、10/11貂
蘆一般700 円、学生500 円、中学生以下200 円

蘆9：30～17：00（入館は16:30まで） 
蘆月曜日、第１水曜日、祝休日（月曜の場合
　は翌日も）　　
蘆200円（図書館は無料）

  市立歴史民俗
  資料館
 蕁751･3019

（財）逸翁美術館
 蕁751･3865

（財）阪急学園
   池田文庫
 蕁751･3185

館　名 展示名（期間）／みどころほか 開館時間／休館日／料金 地　図

職業
安定所 ★

★

★

N蘆開館25周年記念特別展
「なにわのスーパーコンサルタント
　―大根屋小右衛門の財政改革―」
☆特別展関連展示（市役所１階ロビー）

10/21貊～12/11豸

蘆秋季展「雅美と超俗―琳派と文人画派―」 ～12/4豸

蘆「上方和事の源流を求めて―坂田藤十郎
　　と中村　治郎をつなぐもの―」

☆講演会「上方和事の今日明日」
（11月13日豸14：00、聴講料300円）
　

10/18貂～11/20豸

10/17豺～10/21貊
図
書
館

歴
史
民
俗
資
料
館

池田警察署

市役所駅前
公園

池田駅

至梅田

逸
翁
美
術
館

至
五
月
山コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

池田文庫

辻ケ池
公園

池田回生病院

池田城跡公園

城山勤労者
センター

の
の
水
は
噴
き
出
し
続
け
、
１
年
を
通
し

て
温
か
く
洗
濯
に
適
し
て
い
た
た
め
、
戦

後
に
は
近
所
の
住
人
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

の
共
同
洗
濯
場
を
つ
く
り
、
多
く
の
主
婦

ら
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

同
31
年
、
宝
塚
で
温
泉
噴
出
の
話
が
出

る
と
、
に
わ
か
に
こ
の
洗
濯
場
が
脚
光
を

浴
び
ま
す
。
市
が
早
速
、
専
門
家
に
よ
る

分
析
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
毎
分
２
０

０
誚
、
26
度
と
い
う
当
時
の
大
阪
府
下
で

は
最
高
の
水
温
の
温
泉
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
ア
ル
カ
リ
性
で
硫
黄
分
や
水
素
イ
オ
ン

も
含
ま
れ
、
神
経
痛
な
ど
の
療
養
に
も
適

し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
判
明
。
さ
ら
に
、

地
質
検
査
で
は
有
馬
や
宝
塚
と
同
じ
温
泉

構
造
線
に
連
な
っ
て
い
る
こ
と
も
報
告
さ

れ
、
五
月
山
公
園
と
併
せ
て
温
泉
場
を
整

備
し
、
観
光
都
市
と
し
て
売
り
出
す
と
い

う
夢
が
一
気
に
膨
ら
み
ま
し
た
。

結
局
、
財
政
的
な
面
な
ど
か
ら
、
手
を
つ

け
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
何
事
も
な
か
っ
た

か
の
よ
う
に
、
共
同
洗
濯
場
と
し
て
使
わ

れ
続
け
ま
す
。

覚
え
て
い
る
方
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
昭
和
40
年
過
ぎ
ま
で
、
今
の
市
役

所
駐
車
場
の
南
隣
に
位
置
す
る
場
所
に
、

共
同
洗
濯
場
が
あ
り
ま
し
た
。

も
と
も
と
、
同
11
年
、
水
道
敷
設
の
た

め
の
水
源
地
と
し
て
２
０
０
誡
以
上
の
井

水
を
掘
削
し
た
も
の
で
す
。
水
量
は
十
分

だ
っ
た
の
で
す
が
、
有
機
物
を
含
ん
で
い

た
た
め
に
水
源
地
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ

と
な
く
放
棄
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
や
が

て
洗
濯
場
と
し
て
利
用
さ
れ
始
め
た
よ
う

で
す
。

同
14
年
に
は
、
大
阪
朝
日
新
聞
に
、
そ

の
様
子
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。「
老
若

と
り
ま
ぜ
て
十
数
名
の
ご
婦
人
が
ズ
ラ
っ

と
お
尻
の
放
列
を
し
き
、
ペ
チ
ャ
ク
チ
ャ

…
そ
れ
は
そ
れ
は
賑
や
か
な
洗
濯
競
演
…

す
ぐ
横
手
の
竹
矢
来
（
竹
の
垣
）
に
ぶ
ら

さ
が
っ
て
い
る
『
洗
濯
物
を
こ
の
柵
に
か

け
る
べ
か
ら
ず
』
と
い
う
当
局
の
大
き
な

木
札
を
黙
殺
し
て
色
と
り
ど
り
の
洗
濯
物

が
絢
爛

け
ん
ら
ん

と
そ
の
柵
を
被お

お

ひ
つ
く
し
て
い
る

…
。」掘

削
時
に
比
べ
る
と
水
量
は
減
っ
た
も

市史編纂だより⑨
さん

水
道
事
業
の
副
産
物

夢
に
終
わ
っ
た
温
泉
場

温
泉
の
共
同
洗
濯
場

おわびと訂正
★
池
田
市
史
の
刊
行
状
況

★
販
売
場
所

９月１日号の記事で、昭和54年
の古美術風物品即売会で売買され
た の は 、 廃 業 し た め ん 茂 楼 の
品々でなく、後に料亭を新たに経
営された方によって、全面的に手
を入れられたものであるとご教
示をいただきました。おわびして
訂正いたします。

この付近に洗濯場があった
（写真手前の建物は職員会館）
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蘆10：00～18：00 
蘆月・火曜日、11／23豢
蘆無料

蘆10：00～17：00 （入館は16：30 まで）
蘆月曜日
蘆一般700 円、学生500 円、中学生以下200 円

蘆9：30～17：00（入館は16:30まで） 
蘆月曜日、第１水曜日、祝休日（月曜の場合
　は翌日も）　　
蘆200円（図書館は無料）

  市立歴史民俗
  資料館
 蕁751･3019

（財）逸翁美術館
 蕁751･3865

（財）阪急学園
   池田文庫
 蕁751･3185

館　名 展示名（期間）／みどころほか 開館時間／休館日／料金 地　図

職業
安定所 ★

★

★

N蘆開館25周年記念特別展「なにわのスーパーコン
　サルタント―大根屋小右衛門の財政改革―」
☆記念講演会「財政改革はどうあるべきか」
（11月13日豸14：00、聴講無料）

～12/11豸

蘆秋季展「雅美と超俗―琳派と文人画派―」 ～12/4豸

蘆「上方和事の源流を求めて―坂田藤十郎
　　と中村　治郎をつなぐもの―」

☆講演会「上方和事の今日明日」
（11月13日豸14：00、聴講料300円）
　　

～11/20豸

図
書
館

歴
史
民
俗
資
料
館

池田警察署

市役所駅前
公園

池田駅

至梅田

逸
翁
美
術
館

至
五
月
山コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

池田文庫

辻ケ池
公園

池田回生病院

池田城跡公園

城山勤労者
センター

お
酒
を
つ
く
る
杜
氏
（
と
う
じ
）
の
仕

事
歌
に
、「
山
家
な
れ
ど
も
池
田
は
名
所
、

月
に
十
二
の
市
が
た
つ
」
と
あ
り
ま
す
。

大
阪
の
都
会
か
ら
み
れ
ば
、
能
勢
の
谷

口
で
あ
る
池
田
は
、
落
語
に
あ
る
よ
う
に

「
シ
シ
買
い
」
に
行
く
ほ
ど
の
「
山
家
」

で
す
が
、
実
は
、
能
勢
の
山
の
産
物
（
炭

や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
）
と
、
都
会
や
平
野
の

産
物
・
技
術
（
鍛
冶
、
の
こ
ぎ
り
、
古
手

ふ
る
て

「
中
古
衣
料
」
な
ど
）
と
の
交
換
の
市
町

で
し
た
。
今
で
も
新
町
の
辺
り
に
は
、
そ

ん
な
谷
口
町
の
雰
囲
気
を
残
し
た
店
が
あ

り
ま
す
。

現
代
で
は
店
は
常
設
が
普
通
で
す
が
、

昔
は
、
河
原
や
山
と
平
野
の
境
界
の
谷
口

に
、
定
期
的
に
臨
時
の
掘
っ
立
て
小
屋
が

並
び
、
品
物
を
見
せ
る
「
見
世
（
み
せ
）」

が
集
ま
り
、
市
が
開
か
れ
ま
し
た
。
普
通

は
４
の
付
く
日
（
四
日
市
）、
８
の
付
く

日
（
八
日
市
）
と
、
月
３
回
ほ
ど
で
す
が
、

池
田
は
12
回
も
あ
っ
た
大
き
な
市
町
だ
っ

た
の
で
す
。

市
で
は
市
神
が
勧
請
さ
れ
、
そ
の
信
義

に
基
づ
き
正
し
い
商
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

池
田
で
は
、
17
世
紀
初
頭
に
ゑ
び
す
社
を

尼
崎
か
ら
勧
請
し
、
市
ゑ
び
す
社
と
し
て

祀ま
つ

っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
猪
名
川
の
下

流
尼
崎
は
、
池
田
と
結
び
つ
き
が
深
い
）。

戦
前
の
池
田
で
は
、
年
末
、
盛
ん
に
誓
文

払
い
と
い
う
大
売
り
出
し
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
こ
の
誓
文
も
本
来
は
戎
社
に
対
す

る
誓
い
で
す
。

市
と
は
、
神
様
を
「
い
つ
き
ま
つ
る
」

場
、
イ
チ
キ
バ
を
語
源
と
し
、
市
日
に
は

虹
が
立
つ
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
買
い
物
を

し
な
く
て
も
、
ウ
イ
ン
ド
ー
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
を
す
る
と
気
分
が
良
い
で
す
ね
。
昔
の

人
も
心
に
虹
や
神
様
を
秘
め
て
、
ワ
ク
ワ

ク
か
つ
神
聖
な
気
持
ち
で
、
市
に
集
ま
っ

て
来
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
現
在
で
は
、
呉
服
神
社
境

内
に
移
さ
れ
、
池
田
の
え
べ
っ
さ
ん
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
る
こ
の
戎
社
で
す
が
、

か
つ
て
は
、
サ
カ
エ
マ
チ
２
番
街
と
ハ
ロ

ー
ほ
ん
ま
ち
の
二
つ
の
商
店
街
が
出
合
う

「
井
戸
の
辻
」
と
よ
ば
れ
た
場
所
か
ら
少

し
東
、
現
在
の
本
町
診
療
所
の
所
に
あ
り

ま
し
た
。

池
田
は
、
古
く
か
ら
山
と
都
会
の
物
を

交
換
し
、
物
を
通
じ
て
心
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ

て
交
流
す
る
場
と
し
て
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

「
井
戸
の
辻
」
は
、
能
勢
街
道
や
順
礼
道

が
通
る
北
摂
交
通
の
中
心
で
も
あ
り
、
池

田
の
ま
ち
の
へ
そ
と
も
い
え
る
場
所
だ
っ

た
の
で
す
。
ち
な
み
に
、
名
前
の
由
来
と

な
っ
た
井
戸
の
石
組
み
が
、
現
在
も
道
路

下
に
残
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

（
池
田
市
史
編
纂
副
委
員
長
・
森
栗
茂
一
）

★
池
田
市
史
の
刊
行
状
況

『
新
修
池
田
市
史
』
第
１
巻
（
地
理
・

考
古
・
古
代
・
中
世
編
）
３
５
０
０
円
、

第
２
巻
（
近
世
編
）
４
２
０
０
円
、
第
５

巻
（
民
俗
編
）
４
５
０
０
円
は
販
売
中
。

第
３
巻
（
近
代
編
）
と
第
４
巻
（
現
代
編
）

は
編
纂
中
。

★
販
売
場
所

社
会
教
育
課
（
市
役
所
５
階
）、
城
山

勤
労
者
セ
ン
タ
ー
、
歴
史
民
俗
資
料
館
、

中
央
公
民
館
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、

池
田
城
跡
公
園
売
店
、
耕
文
堂
書
店
、
甲

川
正
文
堂
。

問
い
合
わ
せ
＝
社
会
教
育
課
市
史
編
纂

担
当
（
城
山
町
３
―
45
、
城
山
勤
労
者
セ

ン
タ
ー
内
、
蕁
７
５
３
・
２
９
０
４
）

※
火
曜
・
祝
休
日
は
休
館
。

市戎

池
田
の
中
心

市史編纂だより⑩
さん

池
田
の
市い

ち

戎え
び
す

「井戸の辻」




